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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月14日(2009.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光記録媒体上の角度回転されたピットの回転角度を検出する方法であって、
　前記角度回転されたピットに光ビームを照射するステップと、
　検出器の少なくとも２つの検出領域を用いて、前記角度回転されたピットで反射された
光ビームに関する少なくとも２つの検出信号を求めるステップと、
　前記少なくとも２つの検出信号の差信号を算出するステップと、
を含んでおり、
　前記少なくとも２つの検出信号及び前記差信号を、前記角度回転されたピットの中心に
対する、前記角度回転されたピットの位置に基づいて求める方法。
【請求項２】
　前記角度回転されたピットの中心に対して角度回転されたピットについて２つの異なる
位置で差信号の測定をすることによって、前記差信号の位相弁別検出を行うステップをさ
らに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも２つの検出信号の和信号を生成するステップをさらに含む、請求項１又
は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記検出領域の境界が光記録媒体上のトラックと実質的に平行である、請求項１から３
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記検出器が四象限検出器である、請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
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　光記録媒体上の角度回転されたピットの回転角度を検出するデバイスであって、
　前記角度回転されたピットに光ビームを照射するための光源と、
　角度回転されたピットで反射された光ビームに関する少なくとも２つの検出信号を求め
るための、少なくとも２つの検出領域を有する検出器と、
　前記少なくとも２つの検出信号の差信号を算出するための計算ユニットと、
を含んでおり、
　前記少なくとも２つの検出信号及び前記差信号が、前記角度回転されたピットの中心に
対して前記角度回転されたピットの位置に基づいて求められるデバイス。
【請求項７】
　前記少なくとも２つの検出信号の和信号を生成するための計算ユニットをさらに含む、
請求項６に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記検出領域の境界が光記録媒体上のトラックと実質的に平行である、請求項６又は７
に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記検出器が四象限検出器である、請求項６から８のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１０】
　光記録媒体の角度回転されたピットの回転角度を検出するため、請求項１から５のいず
れか１項に記載の方法を行うように構成された、又は請求項６から８のいずれか１項に記
載のデバイスを含む、光記録媒体から読み出しを行う装置。
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